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誘電エラストマーアクチュエーターの実現（オンライン）
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図1 GPBLのオープニング

11月19日から12月4日の間で，タイKing Mongkut's University of Technology Thonburi - KMUTT，マレーシアUniversiti Teknologi Malaysia (UTM)，本学機械機能工学科の3大学合
同でオンラインgPBLを実施した．
誘電エラストマーアクチュエータ(Dielectric Elastomer Acturator: DEA)を各大学で駆動させることを目的とした．それぞれの大学では，所有している装置が異なるため，それぞれの
環境で駆動させるにはどうすれば良いか，という点が大きな課題となる．本学では，製作から駆動までを実現できるだけの環境がある．そのため，従来ではDEAによりに使われて
いないような材料を使うことに挑戦した．例えば，本学では，柔軟電極として安価，安全，生分解性のある黒鉛を用いたDEAを実現し，3000Hzまでの周波数で駆動することを確認し
た．
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